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1　 目　的

　本研究の 目的は，小学校理科におけ る問題解決

過程 の 「仮説」 と 「考察」 の 揚 面にお い て
， 記述

方法を明確にするために，ダイナ ミッ ク ・ア セ ス

メ ン トで 指導す る こ とで ，子 どもの 記述 が どの よ

うに変化するか調査する こ とで ある。

2　方　法

　小学校理科の授業場面 （第 5 学年 「ふ りこ 」）に

お い て ，実験前に 1仮説 」を ノ
ー

トに記述させ た 。

また ， 実験 の 結果をまとめ た後 ，
「考察」 を記述 さ

せ た。

　それぞれ の 記述後に，内容が 不十分な！、匚に つ い

て ダイナ ミ ッ ク ・ア セ ス メ ン トを彳∫い ，「仮説 」 と

「考察」 を精緻化する必要が ある こ とを子 どもに

気付か せ ，内容 の 修 IE ・追加を行わせ た．

3　指導の実際

（1） 「仮説」 の場面

　 「ふ り こ の ふ れ は ば とふ りこ が 1往復する 時間

には関係があ るの だろ うか 」とい う課題 に対 して ，

予想を立 て させ た後，教師か ら 「あなた の 予想は 」

「予想を確 か め るために，どの よ うな実験を した

らい い で すか 」 「T・想が正 しい な ら ば，どの よ うな

結果にな りますか」 と発問を行い ，「仮説 」 を記述

させ た。

　記述 中に子 どもの 状況 を教師がモ ニ タ リン グ し，

内容が不十分な点に っ い て ，全体指導の 場面で ，

ダイナ ミ ッ ク ・ア セ ス メ ン トを行 っ た。

　具体的には，モ ニ タ リン グの 結果 ，「予想，方法，

結果の 予想 」 の それぞれ が独立 して 記述 され て い

たた め ，それぞれの 項 口を接続語 で つ なげる こ と

で，よ り分か りやすく論理的な文章に な る こ とに

気付かせ た 。

　方法としては，子 どもに 「仮説 を発表 させ た

後，内容が不 1分 な 「仮説 」 を教師が読ん で 対比

させ る こ とで ，子どもの気付きを促した 。

（2 ） 「考察」 の場面

　 「ふ りこ が 1往復する時間は，お も りの 重 さに

よっ て変わるの だろ うか 」 とい う課題に対 して ，

結果をまとめた後，教師か ら 「どんな実験 を しま

したか 」 「実験 の 結果 どうな りま したか 」 「そ の 結

果か らどの よ うなこ とが E
’
えますか 二 と発間を行

い ，「考察」 を記述 させ起、

　記述中に子ど もの 状況 を教師が モ ニ タ リン グ し，

内容が不十分な点に っ い て ，全 体指導 の 場面 で ，

ダイナ ミ ッ ク ・ア セ ス メ ン トを行 っ た 。

　具体的に は，モ ニ タ リン グの 結果，「結論」 につ

い て は記述 されて い たが，「方法，結果 」 が記述さ

れて い なか っ たた め，「方法，結果」 がなければ，

文章 として成立 しない こ と及び ，
「方法 ， 結果 1を

記述する こ とで，分か りやす く論理的な文章に な

る こ とに気付かせ た。

　方法 と して は，考察の 内容が不 卜分な子どもと，

精緻に書けて い る 子 どもに 発表 させ て ， 2 人 を対

比 させ る こ とで ， 子 どもの 気付きを促 した。

4　考 察

　本研究で は ，「仮説 」 と ［考察」 を明確 に記述す

る必 要性 を子 どもに意識 させ
，

「仮説 」 と 「考察」

を精緻化させ るために，特に，ダイナ ミ ッ ク ・ア

セ ス メン トの 手法 として，二 種類 の 異 な っ た文章

記述を示 し対比 を行 っ た。その 結果，子 どもが，
「仮説」 と 「考察」 を精緻化する必要が ある こ と

に気付き，修正 ・追加を行 うこ とが で きた。

　特に，これま で 指導が難 しい とされた ，1仮説 」

の 場面におい て ，ダイナ ミ ッ ク ・ア セ ス メ ン トは

有効な手 立 て で あ る こ とが確認された。
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